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• 経済産業省・環境省関連の支援制度をまとめ
ています。

• 「ＣＮについて知る」「排出量等を把握す
る」「排出量等を削減する」の３ステップに
整理されています。

※中段にある「中小企業の
カーボンニュートラル支援」
に掲載

支援策を探す方法：中小企業のカーボンニュートラル支援策

• 排出量の算定方法についても紹介しています。

経済産業省HPから
ダウンロードできます

◼ 省エネ診断／省エネお助け隊（再掲）

◼ 排出量算定ツール

◼ SHIFT事業（脱炭素技術等による工場・

事業場の省CO2化加速事業）

◼ カーボンニュートラル相談窓口

◼ ハンドブックや事例集等

➢脱炭素経営ガイド

➢カーボンニュートラル実現に向けたチェックシート

➢脱炭素経営の取組手順

◼ CO2排出量のセルフ診断ツール

◼ 省エネ診断／省エネお助け隊

CNについて知る

排出量を把握する

◼ 省エネ診断／省エネお助け隊（再掲）

◼ SHIFT事業（再掲）

◼ Scope3事業

◼ ものづくり補助金

◼ 中小企業省力化投資補助金

◼ 新事業進出補助金

◼ 省エネ・非化石転換補助金

◼ ZEB補助事業

◼ 脱炭素ビルリノベ事業

◼ クリーンエネルギー自動車導入促進補助金

（CEV補助金）

◼ 省エネ設備投資利子補給金

◼ バリューチェーン脱炭素促進利子補給事業

◼ ESGリース促進事業

◼ CN投資促進税制

◼ J-クレジット

◼ 太陽光発電設備等導入補助金

◼ 自家消費型太陽光発電・蓄電池導入補助金

◼ 自動車部品サプライヤー支援事業

◼ 環境・エネルギー対策資金（GX関連）

排出量を削減する

オンラインあり

掲載内容
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九州の相談窓口 ※全国の中小機構地域本部にも設置されています

✓ どのようにカーボンニュートラルに取り組んだらいいのかわからない。
✓ 取引先から自社製品・工程のCO2排出量の開示を求められて困っている。
✓ 環境へ配慮した取り組みのPR方法について知りたい。

◼ 中小企業・小規模事業者を対象としたカーボンニュートラル・脱炭素化の相談窓口。

◼ 相談対応に加え、カーボンニュートラルに向けたハンズオン支援も実施。

◼ 加えて、中小企業・小規模事業者向けに脱炭素化に取り組む理由や具体的な方法を動画で紹介。
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詳しくは
こちら

支援の概要、お問い合わせ、
お申し込みはこちらから →

研修
動画

研修動画の利用申込
（無料）はこちらから →

中小機構のカーボンニュートラル相談窓口・研修支援

中小企業基盤整備機構 九州本部 企業支援課
電話番号 ０９２－２６３－０３００

（対面又はオンライン※事前予約制）

◼費用：無料（ハンズオン支援は有料）

https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kyushu/sme/cn/index.html

サイトには「カーボンニュートラル実現に向けたチェックシート」も掲載されていますので、ぜひ御活用ください。
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省エネ診断／省エネお助け隊

• 省エネの専門家が工場・ビル・店舗等のエネルギーの使用状況を把握し、省エネできる改善項
目を提案します。

• 希望に応じて、省エネお助け隊やその他診断機関が実施した省エネ診断結果を基に、省エネ取
組を一緒に進めていくためのサポートを実施します。

支援
活動
の流れ

お申込み
特設WEBサイトから

お申込み

事前ヒアリング
貴社のニーズにや支援活
動に必要な情報を確認

支援活動実施
現地で専門家による
支援活動を実施

報告会
診断結果の報告を
もって診断完了

１ ウォークスルー診断
設備の管理状況を診断し、エネルギーの無駄遣いや省エネにつながるヒントを見
つけ、コスト削減の提案をします。

２ IT診断

計測機器で取得したデータを活用し、設備やプ
ロセスごとのエネルギー使用状況の見える化、
分析等を行い、省エネ対策を提案します。

３ 伴走支援

設備更新の最適仕様の調査、補助金等の申請
サポート、省エネ・再エネ取組の定着支援等、
幅広いサポートをします。

①設備単位プラン

設備単位プランの対象設備

負担額：5,720円/設備
※最大2設備まで組合せ可能

②工場・事業所全体プラン

空調
設備

照明
設備

ボイラ・
給湯器

コンプ
レッサ

受変電
設備

デマ
ンド

冷凍冷
蔵設備

生産
設備

給排水・
排水処理

工業炉

診断プラン 負担額
年間エネルギー

使用料
延床面積

事業所の
規模

300kl
診断プラン

15,290円 300kl以下 1,000㎡以下 －

1,500kl
診断プラン

21,010円
300kl超
～1,500kl以下

1,000㎡超～
2,000㎡以下

2棟以上又は
4階建て以上

3,000kl
診断プラン

26,840円
1,500kl超
～3,000kl以下

2,000㎡～
5,000㎡以下

3棟以上又は
7階建て以上

カスタム
診断プラン

26,840～
48,840円

3,000kl超 5,000㎡超
4棟以上又は
10階建て以
上

負担額：22,000～55,000円程度
（最大220,000円）

負担額：11,000～22,000円程度
（最大48,840円）

一般社団法人環境共創イニシアチブ
省エネ診断特設ページ掲載資料を元に作成

https://shoeneshindan.jp/



省エネ・非化石転換補助金

一般社団法人環境共創イニシアチブ
ホームページ掲載資料を元に作成

https://syouenehojyokin.sii.or.jp/

省エネ設備の更新にかかる設備費等の費用を補助します。
類型によっては省エネ効果の要件等が設定されています。

活用事例も
紹介中

事業・事業場型

A 先進設備・システムの導入

B オーダーメイド型設備

C 省エネ効果が高い高効率な設備
（指定設備）

SIIが予め採択した先進設備・システムへ更新
等する事業
【補助率】中小企業 2/3以内

大企業 1/2以内 
【補助金上限額】15億～最大40億円 ※

※単年度事業・複数年度事業
・連携事業年度によって異なる

機械設計が伴う設備又は事業者の使用目的や用
途に合わせて設計・製造する設備

※一般枠と中小企業投資促進枠があります
【補助率】中小企業 1/2以内

大企業 1/3以内 
【補助金上限額】15億～最大40億円(※)

※単年度事業・複数年度事業
・連携事業年度によって異なる

SIIが予め定めたエネルギー消費効率等の基準
を満たし、高効率な設備として登録及び公表し
た「指定設備」へ更新等する事業

※一般枠と中小企業投資促進枠があります
【補助率】中小企業 1/2以内

大企業 1/3以内 
【補助金上限額】15億～最大40億円(※)

※単年度事業・複数年度事業
・連携事業年度によって異なる電化・脱炭素燃転型

化石燃料から電気への転換や、より低炭素な燃料への転換等、電化や脱
炭素目的の燃料転換を伴う高効率な設備（指定設備）へ更新等する事業
【補助率】1/2以内 【補助金上限額】最大5億円 5

設備単位型
SIIが予め定めたエネルギー消費効率等の基準を満た
し、高効率な設備として登録及び公表した「指定設
備」へ更新等する事業
【補助率】1/3以内 
【補助金上限額】1億円

【ユーティリティ設備】
①高効率空調 ②産業用ヒートポンプ ③業務用給湯器
④高性能ボイラ ⑤高効率コージェネレーション
⑥低炭素工業炉 ⑦変圧器 ⑧冷凍冷蔵設備
⑨産業用モータ ⑩LED照明器具
【生産設備】
⑪工作機械 ⑫プレス機械 ⑮ダイカストマシン
⑫プラスチック加工機械 ⑬印刷機械

エネルギー需要最適化型
SIIに登録されたエネルギーマネジメントシステム
（EMS）機器を導入して、設備又は工程単位のエネル
ギー消費状況を把握・表示・分析し、運用改善を実施
する事業
【補助率】中小企業 1/2以内 大企業 1/3以内 
【補助金上限額】1億

第２次公募 令和７年６月２日（月）～７月１０日（木）

第３次公募 令和７年８月中旬～９月下旬（予定）
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https://sii.or.jp/koujou06r/uploads/r6h_panflet_gaiyou_kj_2.pdf

（Ⅰ）事業・事業場型
（Ⅱ）電化・脱炭素燃転型
（Ⅳ）エネルギー需要最適化型

（Ⅳ）のみで申請の場合

はこちらより応募

https://sii.or.jp/koujou06r/uploads/r6h_panflet_gaiyou_kj_2.pdf
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https://sii.or.jp/setsubi06r/uploads/r6h_panflet_gaiyou_st_2.pdf

（Ⅲ）設備単位型
（Ⅳ）エネルギー需要最適化型

特に（Ⅲ）と併せて申請する場合

はこちらより応募

https://sii.or.jp/setsubi06r/uploads/r6h_panflet_gaiyou_st_2.pdf
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問い合わせ先
九州経済産業局

カーボンニュートラル推進・エネルギー広報室
TEL:092-482-5467

bzl-k-kanene@meti.go.jp

※支援制度は随時公募や見直しが行われています。

本日ご紹介する内容は、2025年７月3日現在の情報です。
各制度の活用を検討・準備する場合は、
ホームページ等で最新の情報をご確認ください。

活用したい支援制度が決まっていないときや、
他の制度を探しているときは、以下までご相談ください。
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